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【００７１】
　当然ながら、当業者であれば、その時々の要件や偶発的な要件を満足するために前述し
た本発明に様々な変更や変形を施すことができ、いずれにせよ、これら変更や変形の全て
は添付の特許請求の範囲により定まる本発明の保護範囲内に含まれる。
　以下、本発明に含まれる態様を記す。
　〔態様１〕自転車のギア用のロッカー（１０）であって、
　－インナープレート（１２）と、
　－アウタープレート（１４）と、
　－前記インナープレート（１２）及び前記アウタープレート（１４）と一体的な一対の
ピン（１６，１８；１１６，１１８；２１６，２１８）と、
　－前記インナープレート（１２）と前記アウタープレート（１４）との間に配置された
一対の歯車（２０，２２）であって、それぞれの当該歯車（２０，２２）が、前記一対の
ピンのうちのそれぞれのピン（１６，１８；１１６，１１８；２１６，２１８）上に回転
可能に取り付けられている、一対の歯車（２０，２２）と、
　を備える、ロッカー（１０）において、
　前記ピン（１６，１８；１１６，１１８；２１６，２１８）のうちの少なくとも一方が
、前記インナープレート（１２）及び前記アウタープレート（１４）に形成された、ねじ
部が付いていない貫通孔（１２ａ，１２ｂ，１４ａ，１４ｂ）に挿入されており、かつ：
　　－ねじ（２６，２８；１２６，１２８；２２６，２２８）であって、外ねじ部（２６
ｄ，２８ｄ；１２６ｄ，１２８ｄ；２２６ｄ，２２８ｄ）と前記インナープレート（１２
）及び前記アウタープレート（１４）のうちの一方との当接面（２６ｂ，２８ｂ；１２６
ｂ，１２８ｂ；２２６ｂ，２２８ｂ）とを有するねじ（２６，２８；１２６，１２８；２
２６，２２８）；ならびに
　　－雌ねじ（３６，３８；１３６，１３８；２３６，２３８）であって、前記外ねじ部
（２６ｄ，２８ｄ；１２６ｄ，１２８ｄ；２２６ｄ，２２８ｄ）と係合された内ねじ部（
３６ｄ，３８ｄ；１３６ｄ，１３８ｄ；２３６ｄ，２３８ｄ）と前記インナープレート（
１２）及び前記アウタープレート（１４）のうちの他方との当接面（３６ｂ，３８ｂ；１
３６ｂ，１３８ｂ；２３６ｂ，２３８ｂ）とを有する雌ねじ（３６，３８；１３６，１３
８；２３６，２３８）：により形成されていることを特徴とする、ロッカー（１０）。
　〔態様２〕態様１に記載のロッカー（１０）において、前記雌ねじ（１３６，１３８）
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が、取付工具との連結座部（１３６ｈ，１３８ｈ）を有する、ロッカー（１０）。
　〔態様３〕態様１または２に記載のロッカー（１０）において、前記雌ねじ（３６，３
８；２３６，２３８）が、前記インナープレート（１２）及び前記アウタープレート（１
４）のうちの一方との回転防止形状カップリングを形成するための形状部位（３６ｅ，３
８ｅ；２３６ｅ，２３８ｅ）を有する外表面を有する、ロッカー（１０）。
　〔態様４〕態様３に記載のロッカー（１０）において、前記外表面が、前記プレート（
１２；１４）に形成された凹所（１３，１５；１７，１９）に収容されており、当該凹所
（１３，１５；１７，１９）が、前記雌ねじ（３６，３８；２３６，２３８）の前記形状
部位（３６ｅ，３８ｅ；２３６ｅ，２３８ｅ）と少なくとも部分的に合致する形状の形状
部位（１３ａ，１５ａ；１７ａ，１９ａ）を有する、ロッカー（１０）。
　〔態様５〕態様３または４に記載のロッカー（１０）において、前記形状部位が少なく
とも１つのフラット面（１３ａ，１５ａ，３６ｅ，３８ｅ；１７ａ，１９ａ，２３６ｅ，
２３８ｅ）により形成されている、ロッカー（１０）。
　〔態様６〕態様１から５のいずれか一態様に記載のロッカー（１０）において、前記歯
車のうちの少なくとも一方（２０）が、前記雌ねじ（３６）に回転可能に直接取り付けら
れている、ロッカー（１０）。
　〔態様７〕態様１から５のいずれか一態様に記載のロッカー（１０）において、前記歯
車のうちの少なくとも一方（２０）が、前記雌ねじ（１３６）および／または前記ねじ（
２２６）に締まりばめで又は締まりばめでなく嵌合されたブッシュ（１５０）に回転可能
に取り付けられている、ロッカー（１０）。
　〔態様８〕態様１から５のいずれか一態様に記載のロッカー（１０）において、前記歯
車のうちの少なくとも一方（２２）が、前記雌ねじ（３８，１３８）および／または前記
ねじ（１２８，２２８）に締まりばめで又は締まりばめでなく嵌合された転がり軸受（４
２）に回転可能に取り付けられている、ロッカー（１０）。
　〔態様９〕態様１から８のいずれか一態様に記載のロッカー（１０）において、前記雌
ねじ（３６，３８；１３６，１３８；２３６，２３８）の前記当接面（３６ｂ，３８ｂ；
１３６ｂ，１３８ｂ；２３６ｂ，２３８ｂ）が、前記インナープレート（１２）及び前記
アウタープレート（１４）のうちの一方におけるそれぞれの前記貫通孔（１２ａ，１２ｂ
；１４ａ，１４ｂ）周りに形成された凹所（１３，１５；１７，１９）に収容されており
、当該凹所（１３，１５；１７，１９）が、前記雌ねじ（３６，３８；１３６，１３８；
２３６，２３８）のための当接面（１３ｂ，１５ｂ；１７ｂ，１９ｂ）を有しており、当
該当接面（１３ｂ，１５ｂ；１７ｂ，１９ｂ）で前記貫通孔（１２ａ，１２ｂ；１４ａ，
１４ｂ）が開口する、ロッカー（１０）。
　〔態様１０〕態様９に記載のロッカー（１０）において、前記雌ねじ（２３６，２３８
）が、前記凹所（１７，１９）に形成された対応するアンダーカット部（１７ｉ，１９ｉ
）と連結される突出部位（２３６ｉ，２３８ｉ）を有する、ロッカー（１０）。
　〔態様１１〕態様１から１０のいずれか一態様に記載のロッカー（１０）において、前
記歯車のうちの少なくとも一方（２０）が、径方向内側の位置に、減摩材料からなる環状
のエレメント（２１）を具備する、ロッカー（１０）。
　〔態様１２〕態様１から１１のいずれか一態様に記載のロッカー（１０）において、
　前記ピン（１６，１８；１１６，１１８；２１６，２１８）のうちの少なくとも一方に
嵌合されて且つ当該ピン（１６，１８；１１６，１１８；２１６，２１８）上に取り付け
られた前記歯車（２０，２２）の両側部分に配置された、一対の環状の保護ディスク（２
５ａ，２５ｂ；１２５ｂ）、を備える、ロッカー（１０）。
　〔態様１３〕態様１から１２のいずれか一態様に記載のロッカー（１０）において、前
記インナープレート（１２）および前記アウタープレート（１４）が、アルミニウム系合
金、カーボン繊維又はテクノポリマーからなる、ロッカー（１０）。
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